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【手続補正１】



(2) JP 2013-520426 A5 2014.1.23

【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィブロネクチンＩＩＩ型第１０（１０Ｆｎ３）ドメインを含むポリペプチドであって
、ここに該１０Ｆｎ３ドメインは、ヒト１０Ｆｎ３ドメインの対応するループの配列と比
較してアミノ酸配列が変化したループＢＣ、ＤＥおよびＦＧから選択される少なくとも１
つのループを有し、該ポリペプチドは５００ｎＭ未満のＫｄでＩＬ－２３のｐ１９サブユ
ニットに結合する、ポリペプチド。
【請求項２】
　フィブロネクチンＩＩＩ型第１０（１０Ｆｎ３）ドメインを含むポリペプチドであって
、ここに該１０Ｆｎ３ドメインは、ヒト１０Ｆｎ３ドメインの対応するループの配列と比
較してアミノ酸配列が変化したループＢＣ、ＤＥおよびＦＧから選択される少なくとも１
つのループを有し、該ポリペプチドはＩＬ－２３のｐ１９サブユニットの構造的エピトー
プに結合する、ポリペプチド。
【請求項３】
　ＢＣループが配列番号２～６から選択される、請求項１または２に記載のポリペプチド
。
【請求項４】
　ＤＥループが配列番号７～４８から選択される、請求項１または２に記載のポリペプチ
ド。
【請求項５】
　ＦＧループが配列番号４９～５９から選択される、請求項１または２に記載のポリペプ
チド。
【請求項６】
　ＢＣ、ＤＥまたはＦＧループのアミノ酸配列が、配列番号２～５９のいずれか一つと少
なくとも８０％同一である、請求項１または２に記載のポリペプチド。
【請求項７】
　ポリペプチドのアミノ酸配列が、配列番号６０～１００のいずれか一つと少なくとも９
０％同一である、請求項１または２に記載のポリペプチド。
【請求項８】
　ポリペプチドのアミノ酸配列が、配列番号６０～１００のアミノ酸３～９６と少なくと
も９０％同一である、請求項１または２に記載のポリペプチド。
【請求項９】
　ＢＣループの配列モチーフが、Ｘ１がメチオニンまたはロイシンのいずれかであり、Ｘ

２がイソロイシンまたはバリンのいずれかである、配列番号２５７で示されるＧＨＹＰＸ

１ＨＸ２である、請求項１または２に記載のポリペプチド。
【請求項１０】
　ＦＧループの配列モチーフが、Ｘ３が任意のアミノ酸であり得る、配列番号２５８で示
されるＹＹＸ３Ｘ３Ｘ３Ｘ３ＹＸ３Ｘ３Ｉである、請求項１または２に記載のポリペプチ
ド。
【請求項１１】
　ポリエチレングリコール、シアル酸、Ｆｃ、Ｆｃ断片、トランスフェリン、血清アルブ
ミン、血清アルブミン結合タンパク質および血清免疫グロブリン結合タンパク質からなる
群から選択される一以上の薬物動態（ＰＫ）部分をさらに含む、請求項１または２に記載
のポリペプチド。
【請求項１２】
　ＰＫ部分がポリエチレングリコールである、請求項１１に記載のポリペプチド。
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【請求項１３】
　システインリンカーをさらに含む、請求項１または２に記載のポリペプチド。
【請求項１４】
　システインリンカーが、配列番号１０１に示されるアミノ酸ＧＳＧＣおよび配列番号１
０２に示されるアミノ酸ＥＩＤＫＰＣＱからなる群から選択される、請求項１３に記載の
ポリペプチド。
【請求項１５】
　組成物が本質的にエンドトキシンを含まない、請求項１～１４のいずれか一項に記載の
ポリペプチドを含む医薬上許容される組成物。
【請求項１６】
　内因性ＩＬ－２３のＴｈ１７細胞との反応を干渉するために効果的な量で、ＩＬ－２３
と請求項１～１４のいずれか一項に記載のポリペプチドを接触させることを含む、Ｔｈ１
７細胞の病原性をインビトロで調節する方法。
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